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竹澤三雄・新会長

挨拶される松田会長

総会議長の西松副会長

新
会
長
に
竹
澤
三
雄
氏
が
就
任

　

日
大
土
木
会
の
新
会
長
に

竹
澤
三
雄
氏
（
昭
和
三
十
七

年
卒
・
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
竹
澤

新
会
長
に
抱
負
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
日
大
土
木
会
第

四
代
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し

た
竹
澤
三
雄
で
ご
ざ
い
ま

す
。
歴
代
会
長
の
山
田
清
臣

氏
・
森
元
峯
夫
氏
・
松
田
慎

一
郎
氏
と
い
う
各
界
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
の
後
を
引

き
受
け
る
と
い
う
大
役
に
い

さ
さ
か
の
不
安
が
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

２
０
０
０

年(

平
成
十
二
年)

に
発
足
い
た
し
ま
し
た
日
大

土
木
会
も
早
十
有
余
年
経
過

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、

理
工
学
部
土
木
工
学
科
、
社

会
交
通
工
学
科
、
工
学
部
土

木
工
学
科
、
生
産
工
学
部
土

木
工
学
科
の
学
生
諸
君
へ
の

教
育
支
援
金
を
些
少
で
し
た

が
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
資

金
が
続
く
限
り
、
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
「
地
盤
の
会
」
に
よ
る

恒
例
の
講
演
会
が
通
常
総
会

当
日
行
な
わ
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
本
年

度
は
構
造
関
係
の
方
々
に
よ

る
講
演
会
も
予
定
さ
れ
て
お

土
木
会
の
会
長
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　  

平
成
二
十
四
年
度
の
通
常

総
会
が
、
去
る
七
月
十
一
日

（
水
）
午
後
五
時
三
十
分
よ

り
、
理
工
学
部
駿
河
台
校
舎

一
号
館
二
階
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
総
務
部
会
の
鎌
尾

彰
司
部
会
長
の
司
会
に
よ
り

始
ま
っ
た
。

 

議
事
に
先
立
ち
、
会
長
の

松
田
慎
一
郎
氏
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
本
会
の
副
会
長
で
も

あ
る
西
松
好
郎
氏
が
議
長
に

選
任
さ
れ
た
。

　

審
議
さ
れ
た
議
事
内
容
は

以
下
の
通
り
で
あ
り
、
い
ず

れ
の
議
案
と
も
事
務
局
の
提

案
の
通
り
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
な
お
、
収
支
決
算

竹
澤
新
会
長
挨
拶

平
成
二
十
四
年
度

通
常
総
会
開
催

に
お
い
て
は
竹
澤
三
雄
監
事

か
ら
監
査
報
告
も
さ
れ
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度

内
の
会
員
の
増
減
は
次
の
通

り
で
あ
っ
た
。

　
　

会
員
総
数
一
三
八
一
名

　
　

入
会
者
一
名
、

　
　

退
会
者
八
十
三
名

　
　

死
亡
者
十
五
名

   

　

 (

前
号
の
訃
報
欄
参
照)

【
総
会
で
の
議
事
内
容
】

一
、
平
成
二
十
三
年
度　

収

支
決
算
・
事
業
報
告
・
監
査

報
告
（
収
支
決
算
：
表
１
参

照
）

 

平
成
二
十
三
度
の
事
業
は
、

　

援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
工
学

　

部
土
木
工
学
科
及
び
生
産

　

工
学
部
土
木
工
学
科
と
の

　

懇
談
会
を
実
施
し
た
。

　

③
佐
藤
昭
・
塩
竃
市
長
（
昭

　

和
四
十
一
年
・
理
工
土　

　

木
卒
）
の
講
演
会
（
平
成

　

二
十
三
年
十
一
月
二
十
六

　

日
開
催
）
の
後
援
及
び
復

　

興
支
援
金
を
贈
呈
し
た
。

（
２
）
広
報
部
会
に
お
い
て
、

　

①
日
大
土
木
会
会
報
第　

　

十
一
号
を
企
画
し
、
平
成

会
の
あ
り
方
の
検
討
を
以
下

の
視
点
か
ら
行
っ
た
。

　

①
在
校
生
（
院
生
）
に
対

　

す
る
土
木
の
魅
力
の
伝
承

　

（
七
月
十
一
日
開
催
）

　

「
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
事
業

　

概
要
」
及
び
「
都
市
開
発

　

事
業
の
事
例
紹
介
（
埼
玉

　

新
都
心
）
」

　
　
　
　

講
師
：
水
野
政
之

　

②
卒
業
生
に
対
す
る
土
木

　

技
術
伝
承
の
可
能
性
の
検

　

討
を
行
っ
た
。

（
４
）
企
画
部
会
に
お
い
て
、

　

①
平
成
二
十
二
年
六
月　

　

二
十
五
日
の
通
常
総
会
終

　

了
後
に
特
別
講
演
会
を
開

　

催
し
た
。

　

「
東
日
本
大
震
災　

被
災

　
　

状
況
と
復
興
の
課
題
」

　
　
　

講
師
：
岸
井
隆
幸
氏

　

（
理
工
学
部
土
木
工
学
科

次
の
と
お
り
で

あ
る
。

（

１
）
総
務
部

会
に
お
い
て
、

　

①
日
大
土
木

　

会
の
運
営
に

　

関
す
る
総
務

　

・
調
整
部
会

　

と
し
て
必
要

　

に
応
じ
て
部
会
活

　

動
を
支
援
し
、　

　

部
会
相
互
の
連

　

携
機
能
を
発
揮

　

で
き
る
よ
う
に

　

努
め
た
。

　

②
３
学
部
４
学

　

科
に
対
し
て
教

　

育
補
助
費
の
支

　

二
十
三
年
八

　

月
一
日
に
発

　

行
し
た
。

　

②

ホ

ー

ム  

　

ペ
ー
ジ
に
平

　

成
二
十
三
年

　

度
の
諸
行
事

　

を
ア
ッ
プ
し

　

た
。

（
３
）
業
務
部

会
に
お
い
て
、

日
大
土
木
会
に

お
け
る
業
務
部

り
ま
す
の
で
皆
様

方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま

す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
会
員
の

皆
様
方
の
ご
多
幸

と
御
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
日
大

総会会場の様子

(�)  第 �3 号 日　大　土　木　会　会　報



　特別講演・大沢先生

　

教
授
）

　

②
理
工
学
部
土
木
工
学
科

　

三
年
生
を
対
象
に
就
職
及

　

び
進
路
に
関
す
る
講
演
会

　

を
開
催
し
た
。
（
二
件
）

○
「
土
質
力
学
と
人
間
学
」

　

講
師
：
高
見
之
孝
氏
（
昭

　

和
四
十
年
卒
業
）
（
平
成

　

二
十
三
年
十
一
月
二
十
三

　

日
開
催
・
参
加
学
生
数
：

　

約
七
十
名
）

○
「
東
京
都
庁
に
お
け
る
土

　

木
技
術
者
の
役
割
」　
　

　

講
師
：
梶
山　

修
（
昭　

　

和
四
十
四
年
卒
）
（
平
成

　

二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

　

開
催
・
参
加
学
生
数
：
約

　

五
十
名
）

（
５
）
研
究
部
会
に
お
い
て

は
、

　

①
郡
山
市
地
域
テ
ク
ノ
ポ

　

リ
ス
セ
ン
タ
ー
で
日
本
大

　

学
工
学
部
土
木
工
学
科
と

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
公
開
講
座

　

を
共
催
し
た
。

　

②
地
盤
の
会
・
第
十
三
回

　

及
び
第
十
四
回
研
究
会
を

　

次
の
通
り
開
催
し
た
。

  

地
盤
の
会
研
究
会
の
詳
細

　

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
第
十
三
回
研
究
会
】

　

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

　

開
催
、
参
加
者
：
約
四
十

　

名

　

東
日
本
大
震
災
関
連
の
調

　

査
・
研
究
報
告
（
１
）

【
第
十
四
会
研
究
会
】

　

平
成
二
十
三
年
十
二
月　

　

十
九
日
開
催
、
参
加
者
：

　

約
三
十
名　

　

東
日
本
大
震
災
関
連
の
調

　

査
・
研
究
報
告
（
２
）

二
、
平
成
二
十
四
年
度

　
　
　
　
　
　

事
業
計
画

（
１
）
総
務
部
会

　

①
部
会
の
運
営
を
円
滑
に

　

く
り
を
目
指
す
。

　

②
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

　

一
環
と
し
て
、
ホ
ー
ム　

　

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、

　

日
大
土
木
会
の
各
部
会
の

　

イ
ベ
ン
ト
案
内
等
の
情
報

　

を
提
供
す
と
と
も
に
、
会

　

員
の
意
見
交
換
の
場
と
し

　

て
利
用
で
き
る
ペ
ー
ジ
の

　

充
実
を
図
る
。

（
３
）
業
務
部
会　
　
　
　

　

在
校
生
に
対
す
る
学
習
意

　

進
め
る
。
部
会
が
企
画
し
、

　

開
催
す
る
講
演
会
・
研
究

　

発
表
会
を
支
援
し
、
活
躍

　

の
場
が
広
が
る
よ
う
努
め

　

る
。

　

②
各
学
部
の
活
動
、
活
躍
、

　

交
流
を
支
援
し
、
連
携
を

　

図
る
。

　

③
広
報
誌
の
発
行
を
支
援

　

し
、
配
布
す
る
。

　

④
会
員
名
簿
を
更
新
し
、

　

配
布
す
る
。

　

⑤
会
則
・
細
則
を
検
討
す

　

る
。

（
２
）
広
報
部
会

　

①
日
大
土
木
会
会
報
を
平

　

成
二
十
四
年
度
に
企
画
・

　

発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
三
学

　

部
四
学
科
の
主
任
教
授
か

　

ら
の
挨
拶
や
各
部
会
の
活

　

動
報
告
を
中
心
に
構
成　

　

し
、
新
規
会
員
の
獲
得
に

　

繋
が
る
魅
力
的
な
誌
面
づ

日　大　土　木　会　会　報 (�)



　工藤主任（生産工）

　前野主任

（理工・土木）

堀井主任（工学部）

　 小早川主任代理

 （理工・社会交通）

　特別講演・大沢先生

　

欲
向
上
の
た
め
の
土
木
の

　

魅
力
を
伝
え
る
講
演
を
企

　

画
し
、
開
催
す
る
予
定
で

　

あ
る
。

（
４
）
企
画
部
会

　

①
特
別
講
演
会
の
企
画

　

②
学
生
の
就
職
支
援
に
関

　
　

す
る
講
演
会
等
の
企
画

（
５
）
研
究
部
会

　

①
平
成
二
十
三
年
度
に
引

　
　

き
続
き
現
役
学
生
の
現

　
　

地
研
修
会
の
開
催
お
よ

　
　

び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
研
究

　
　

検
討
会
を
開
催
す
る
予

　
　

定
で
あ
る
。

　

②
「
地
盤
の
会
」
・
「
構
造

　
　

の
会
（
仮
称
）
」
等
の

　
　

技
術
・
研
究
発
表
会
等

　
　

を
支
援
す
る
。

三
、
平
成
二
十
四
年
度　

　
　
　
　
　
　
　

予
算
案

（
予
算
案
：
表
２
参
照
）

四
、
役
員
改
選

　

第
四
号
議
案
で
審
議
さ
れ

た
日
大
土
木
会
新
役
員
改
選

に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
承

認
さ
れ
た
。(

敬
称
略)

会
長

   

竹
澤
三
雄

副
会
長

   

鎌
尾
彰
司
（
総
務
部
会
）

   

西
松
好
郎
（
広
報
部
会
）   

丹
上
幸
一
（
業
務
部
会
）

◎
梶
山　

修
（
企
画
部
会
） 

  

盛
武
建
二
（
研
究
部
会
）

　
　
　
　
　
　

◎
印
は
新
任

理
事

  

内
田
興
太
郎　

大
木
宣
章

○
折
敷
秀
雄  

落
合　

実

  
梶
山　

修　

鎌
尾
彰
司

  
岸
井
隆
幸　

○
工
藤
勝
輝

  

古
坂
藤
吉　

後
藤 

浩

○
佐
々
木
勉　

佐
丸
雄
治　

　

佐
藤
洋
一　

島
崎 

敏
一

○
菅
原 

宏
明 

鈴
木 
宏

  

関  

耕
一　

丹
上 

幸
一

  

長
林
久
夫　

中
野　

徹

  

西
松
好
郎　

根
本　

亮

  

野
村
卓
史　

廣
谷
彰
彦

  

深
澤
榮
造　

福
田　

敦

  

星
埜
正
明　

○
堀
井
雅
史

○
前
野
賀
彦　

松
島　

眸

  

三
橋
宏
次　

峯
岸
邦
夫

  

盛
武
建
二　

柳
沼
善
明

  

山
崎　

淳　

山
田
泰
生

  

○
渡
辺 

英
彦                  

　
　
　
　
　

○
印
は
新
任

監
事　

  

○
正
木
浩
太
郎

  

○
重
村
智

　
　
　
　
　

共
に
新
任

　　

ま
た
、
竹
澤
三
雄
新
会
長

か
ら
歴
代
の
日
大
土
木
会
長

経
験
者
の
三
名
を
本
会
の
顧

問
に
就
任
し
て
い
た
だ
く
こ

と
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

顧
問

　
　

松
田
慎
一
郎

　
　

山
田
清
臣

　
　

森
元
峯
夫 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

  

総
会
終
了
後
に
特
別
講
演

と
し
て
以
下
の
二
つ
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

①
三
学
部
四
学
科
の
各
学
科

　

主
任
か
ら
の
挨
拶

②
大
沢
昌
玄
（
理
工
学
部
土

　

木
工
学
科
専
任
講
師
）
に

　

よ
る
「
東
日
本
大
震
災
か

　

ら
の
復
興
計
画
」
と
題
し

特
別
講
演
会
・ 　

 

   

懇
親
会
の
開
催

　

て
の
講
演
会

　

主
任
教
授
挨
拶
で
は
、
理

工
学
部
土
木
工
学
科
主
任
の

前
野
賀
彦
先
生
、
理
工
学
部

社
会
交
通
工
学
科
主
任
福
田

敦
（
代
理
・
小
早
川
悟
先
生
）
、

生
産
工
学
部
土
木
工
学
科
主

任
の
工
藤
勝
輝
先
生
そ
し
て

工
学
部
土
木
工
学
科
の
堀
井

雅
史
先
生
か
ら
学
科
の
就
職

の
現
況
や
学
生
や
教
員
の
活

躍
状
況
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
（
写
真
参
照
）
（
各
学
科

主
任
の
先
生
方
か
ら
の
挨
拶

文
は
前
号
を
御
覧
下
さ
い
）

　

ま
た
、
引
き
続
い
て
行
わ

れ
た
大
沢
昌
玄
先
生
の
東
日

本
大
震
災
の
復
興
に
関
す
る

講
演
が
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
計
画
～
過
去
と
未

来
の
狭
間
か
ら
～
」
と
題
し

て
お
よ
そ
三
十
分
に
わ
た
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
冒

頭
で
新
会
長
の
竹
澤
三
雄

氏
（
写
真
）
の
挨
拶
が
あ
り
、

本
年
春
に
叙
勲
で
瑞
宝
章
を

授
与
さ
れ
た
初
代
会
長
の
山

田
清
臣
氏
（
写
真
）
の
発
声

に
よ
り
懇
親
会
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
特
別
講
演
会
で
講

演
さ
れ
た
各
学
科
の
主
任
の

先
生
方
も
参
加
さ
れ
和
や
か

な
ム
ー
ド
の
う
ち
に
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

の
中
締
め
は
森
元
峯
夫
元
会

長
（
写
真
）
が
挨
拶
さ
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

閉会の辞・森元氏 乾杯・山田元会長 挨拶される竹澤新会長
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用
す
る
新
し
い
技
術
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
の
講
演
内
容
と
も

参
加
者
の
関
心
事
の
高
い
今

後
の
災
害
対
策
に
つ
な
が
る

新
し
い
工
法
や
技
術
を
紹
介

す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

講
演
中
の
質
疑
応
答
は
も
と

よ
り
、
講
演
終
了
後
も
個
別

に
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

て
い
た
。　

  

竹
澤
新
体
制
の
最
初
の
ア

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
去
る
十

月
十
七
日
（
水
）
に
、
総
会

で
顧
問
に
就
任
し
て
い
た
だ

い
た
山
田
清
臣
先
生
（
初
代

会
長
）
お
よ
び
森
元
峯
夫
氏

（
第
二
代
会
長
）
を
お
呼
び

し
て
、
日
大
土
木
会
の
新
役

員
（
竹
澤
新
会
長
、
副
会
長
：

第
十
五
回　

地
盤
の
会　

開
催
報
告

顧
問
を
囲
ん
で
の

　　

意
見
交
換
会
を
開
催

　

地
盤
の
会
（
委
員
長
：

佐
々
木
勉
氏
）
で
は
、
通

常

総

会

に

先

立

ち
、

平

成
二
十
四
年
七
月
十
一
日

（
水
）
、
午
後
二
時
半
よ
り
理

工
学
部
駿
河
台
校
舎
一
号
館

二
階
一
二
二
会
議
室
に
お
い

て
第
十
五
回
研
究
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
十
四
回
に
引
き

続
き
、
本
学
卒
業
の
方
々
が

携
わ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震

災
関
連
の
内
容
の
発
表
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

　　

【
研
究
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
　
　
　
　

司
会
：
重
村
智

　

（
理
工
学
部
土
木
工
学
科
）

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
っ
て
生
じ
た
谷
埋
め
盛

土
の
変
状
と
そ
の
対
策
工
に

つ
い
て
」

　
　
　
　

 

原　

勝
重　
　

　
　
　
　

（
新
協
地
水
（
株
）
）

「
簡
便
な
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
る
液
状
化
調
査
方
法
」

　
　
　
　

 

吉
澤 

大
造　
　

　
　
　
　

（
応
用
地
質(

株)
）

「
フ
ィ
ル
ダ
ム
・
た
め
池
堤

体
の
改
良
土
を
用
い
た
耐
震

補
強
と
そ
の
事
例
」

　
　
　

 

　

福
島 

伸
二　
　

　
　
　
　

（(

株)

フ
ジ
タ
）

  

ま
た
、
研
究
会
に
先
立
ち
、

本
学
名
誉
教
授
の
山
田
清
臣

先
生
が
本
年
春
の
叙
勲
に
よ

り
瑞
宝
章
を
受
賞
さ
れ
た
こ

と
の
報
告
及
び
山
田
先
生
か

ら
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

最
初
に
講
演
さ
れ
た
原
氏

は
、
東
日
本
大
震
災
の
内
陸

部
で
発
生
し
た
谷
埋
め
盛
土

の
被
害
事
例
を
中
心
に
そ
の

対
策
工
法
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
の
吉
澤
氏
の
講
演

は
，
関
東
沿
岸
域
で
多
発
し

た
地
盤
の
液
状
化
に
関
す
る

も
の
で
、
改
良
型
の
動
的
貫

入
試
験
に
お
け
る
地
盤
内
の

過
剰
間
隙
水
圧
の
蓄
積
状
況

と
細
粒
分
含
有
率
の
関
係
に

着
目
し
た
新
た
な
液
状
化
判

定
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
が
あ
っ

た
。

　

最
後
の
福
島
氏
の
講
演
で

は
，
耐
震
性
が
現
行
基
準
を

ク
リ
ア
し
な
い
既
存
の
フ
ィ

ル
ダ
ム
が
多
く
あ
る
中
、
そ

の
改
修
に
底
泥
土
を
有
効
活

梶
山
氏
・
鎌
尾
氏
・
西
松
氏
・

盛
武
氏
、
監
事
：
重
村
氏
が

参
加
）
に
オ
ブ
ザ
バ
ー
と
し

て
山
崎
淳
氏
（
日
本
大
学
名

誉
教
授
）
に
よ
る
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
松

田
慎
一
郎
前
会
長
は
ご
都
合

に
よ
り
欠
席
）

　

意
見
交
換
会
で
は
、
日
大

土
木
会
の
こ
れ
ま
で
の
諸
活

動
を
振
り
返
り
、
本
年
度
及

び
今
後
の
会
員
向
け
活
動
や

在
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

等
に
つ
い
て
二
時
間
程
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
各
学
科
の
主
任
の
先

生
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
学

生
の
就
職
支
援
等
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
話
題
と
し
て

は
、
オ
ブ
ザ
バ
ー
参
加
し
た

山
崎
淳
氏
が
理
事
を
務
め
る

ｆ
ｉ
ｂ
（
国
際
コ
ン
ク
リ
ー

ト
連
合
）
の
国
際
会
議
が
四

年
後
に
日
本
で
の
開
催
が
決

ま
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

日
大
土
木
会
に
対
し
て
国
際

会
議
開
催
に
向
け
て
の
協
力

依
頼
が
あ
っ
た
。
本
会
と
し

て
も
で
き
る
限
り
の
応
援
及

び
協
力
を
行
く
こ
と
も
確
認

さ
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

平
成
二
十
五
年
度
の
総
会
時

を
目
処
に
山
崎
氏
を
中
心
メ

ン
バ
ー
と
し
た
「
構
造
の
会

（
仮
称
）
」
を
日
大
土
木
会
内

に
立
ち
上
げ
、
講
演
会
・
発

表
会
・
勉
強
会
等
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
も
話

題
に
あ
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
版
の
会

員
名
簿
が
完
成
し
ま
し
た
。

会
員
に
は
会
費
請
求
書
と
共

に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
名
簿
に
修
正
が
あ
る

際
は
事
務
局
に
一
報
を
。

会
員
名
簿
が
完
成

講演される原氏

挨拶される佐々木委員長

会場の様子

顧問を囲んで意見交換会 顧問を囲んで意見交換会

（左から森元顧問、山田顧問、竹澤会長） （左から重村監事、西松副会長、山崎氏、梶山副会長）


